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なのら

当
時
の
政
治
権
力
と
強
く
結
び
つ
き
、
「
黒
衣
の
宰
相
」
の
名
を
た
て
ま
つ
ら
れ

は
じ
め
に

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

劉
宋
の
慧
琳
は
秦
郡
秦
県
(
江
蘇
省
六
合
県
)

の
人
、
本
姓
は
劉
氏
で
あ
る
。

謝
霊
運
(
三
八
五

1
四
三
三
)
、
顔
延
之
(
三
八
四

i
四
五
六
)
と
同
時
代
の
人

三
五
)

後
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
元
の
念
常
の
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
「
元
嘉
二
一
年
」
(
四

の
条
に
は
、
慧
琳
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
け
っ
し
て

で
あ
る
が
、
正
確
な
生
年
な
ら
び
に
没
年
は
わ
か
ら
な
い
。
僧
で
あ
り
な
が
ら
、

良
く
い
わ
れ
て
は
い
な
い
。
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劉
宋
の
慧
琳
に
つ
い
て

(
鵜
飼
光
昌
)

時
に
僧
恵
琳
な
る
者
有
り
。
才
学
を
以
て
帝
に
幸
せ
ら
る
る
を
得
、
与
に

政
事
を
決
す
。
時
に
黒
衣
の
宰
相
と
号
し
、
門
下
に
車
蓋
を
致
す
に
、
常
に

わ
ず
か

迩
を
容
れ
ず
。
琳
、
妄
白
騒
饗
に
し
て
、
公
卿
も
畿
に
寒
喧
す
る
の
み
な
る

を
見
る
。
「
白
黒
論
し
を
著
し
、
仏
を
臨
ち
教
に
艇
き
、
遂
に
現
報
を
感
じ

て
、
膚
肉
、
臨
時
測
し
、
年
を
歴
て
死
す
。

〔
大
正
四
九
・
五
三
六
・

C
〕

こ
こ
で
は
、
慧
琳
が
、
文
帝
(
四

O
七
1
四
五
三
)

の
寵
愛
を
よ
い
こ
と
に
し
て

お
ご
り
た
か
ぶ
り
、
そ
の
門
前
は
車
を
入
れ
る
の
に
苦
労
す
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い

と
な
っ
た
。
し
か
し
「
白
黒
論
」
を
著
し
て
、
仏
教
を
そ
し
っ
た
た
め
に
、
現
世

に
お
い
て
そ
の
果
報
を
受
け
て
、
皮
膚
や
肉
が
た
だ
れ
て
死
ん
だ
、
と
記
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
膚
肉
臨
時
欄
」
う
ん
ぬ
ん
は
事
実
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
後

世
の
仏
教
徒
か
ら
強
く
非
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
黒
衣
の
宰
相
と
い
わ
れ
た
慧
琳
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
の

思
想
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
後
世
の
仏
教
徒
か
ら
慧

琳
が
非
難
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

伝
記

(
1
)
そ
の
人
と
な
り
・
著
作

慧
琳
の
伝
記
は
、
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
『
高
僧
伝
』
巻
七
の
「
宋
京
師
叢
城
寺
釈
道
淵
」
伝
に
附
伝
と
し
て

慧
琳
の
伝
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
ま
ず
そ
の
最
初
の
部
分
を
引
く
。

(
道
)
淵
の
弟
子
慧
琳
、
本
姓
は
劉
、
秦
郡
の
人
な
り
。
諸
経
及
び
荘
・

老
を
善
く
し
、
俳
請
に
し
て
語
笑
を
好
み
、
製
作
に
長
ず
。
故
に
、
集
、
十

八
六

た

ほ

こ

か

っ

巻
有
り
。
而
れ
ど
も
性
為
る
倣
誕
に
し
て
、
頗
る
自
ら
持
伐
る
。
淵
、
嘗
て

停
亮
に
揺
る
に
、
琳
、
先
に
坐
に
在
り
。
淵
、
至
る
に
及
び
、
琳
、
為
に
礼

あ
ら

を
致
さ
ず
。
淵
、
之
を
怒
り
て
、
色
に
彰
わ
す
。
亮
、
遂
に
琳
を
罰
し
て
杖

す
る
こ
と
二
十
。

〔
大
正
五

0
・
三
六
九
・

a〕

こ
れ
に
よ
れ
ば
慧
琳
は
、
秦
郡
(
江
蘇
省
六
合
県
)

の
人
。
俗
姓
は
劉
氏
。
諸
経

典
や
、
『
荘
子
』
『
老
子
』
を
善
く
す
る
と
あ
る
か
ら
、
仏
典
と
と
も
に
当
時
の
知

識
人
の
共
通
の
教
養
で
あ
っ
た
老
荘
思
想
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
そ
の
性
格
は
、
心
お
ご
り
大
言
し
、
非
常
に
自
分
に
自
信
を
も
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
師
匠
の
道
淵
が
、
停
亮
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、

す
で
に
弟
子
の
慧
琳
が
来
て
い
た
。
し
か
し
慧
琳
は
師
匠
に
礼
を
し
な
か
っ
た
の

で
道
淵
は
顔
色
を
変
え
て
腹
を
た
て
た
。
か
く
て
縛
亮
は
慧
琳
を
罰
し
て
二
十
回

杖
で
打
っ
た
、
と
あ
る
。

『
宋
書
』
巻
九
七
「
夷
蛮
L

「
天
竺
迦
肱
葉
国
」
に
も
、
慧
琳
の
簡
単
な
伝
記

が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
「
慧
琳
な
る
者
は
、
秦
郡
秦
県
の
人
、
姓
は

わ
か

劉
氏
。
少
く
し
て
出
家
し
、
冶
城
寺
に
住
す
。
才
章
有
り
、
外
内
の
学
を
兼
ぬ
」

と
あ
り
、
文
才
が
あ
り
、
内
典
と
外
典
と
に
と
も
に
通
じ
、
冶
城
寺
に
住
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
冶
城
寺
は
、
も
と
建
康
の
西
北
に
あ
っ
た
寺
で
あ
る
。
『
南
朝

仏
寺
志
』
(
清
孫
文
川
撰
)
巻
上
に
は
、
「
冶
城
寺
は
、
城
の
西
北
に
在
り
。
本

と
呉
の
冶
鋳
の
地
な
り
。
晋
、
冶
を
石
頭
域
外
に
徒
し
、
遂
に
王
導
の
西
圃
と
為

る
。
太
元
十
五
年
、
丞
相
・
会
稽
王
司
馬
道
子
、
竺
僧
法
の
為
に
寺
を
此
に
建
つ
。

因
り
て
冶
城
を
以
て
之
に
名
づ
く
。
桓
玄
、
国
を
餅
む
に
逝
び
、
寺
を
廃
し
て
苑

の

つ

づ

と
為
し
、
広
く
楼
樹
を
起
て
、
飛
閤
・
複
道
、
宮
城
に
延
び
属
く
。
玄
、
敗
れ
て



お
こ

旧
に
復
す
。
宋
輿
り
て
よ
り
以
後
、
寺
中
の
高
僧
に
、
慧
琳
・
慧
静
・
僧
理
・
釈

(
慧
)
通
・
智
順
・
智
秀
・
僧
若
・
道
乗
等
有
り
。
或
い
は
文
人
と
周
旋
し
、
或

い
は
君
相
に
礼
を
加
え
ら
る
。
蓋
し
禅
林
の
星
緊
な
る
者
な
り
」
と
あ
る
。

慧
琳
の
著
作
・
書
信
等
に
つ
い
て
は
、
残
っ
て
い
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

以
下
の
も
の
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

【
現
存
】

(
a
)

「
均
善
論
」
〔
一
名
「
白
黒
論
」
〕
(
『
宋
書
』
巻
九
七
「
夷
蛮
」
「
天
竺
迦

枇
葉
国
」
慧
琳
伝
)

(
b
)
「
武
丘
法
網
法
師
議
L

(

『
広
弘
明
集
』
巻
二
三

大
正
五
二
・
二
六
五

C 
、、/

(

C

)

「
龍
光
寺
竺
道
生
法
師
諒
」
(
『
広
弘
明
集
』
巻
二
三

大
正
五
二
・
二

六
五
・

c)

(
d
)
「
(
謝
霊
運
「
弁
宗
論
」
附
)
釈
慧
琳
間
」
(
『
広
弘
明
集
』
巻
一
八

正
五
二
・
二
一
一
六
・

b
)

(

e

)

「
論
語
琳
公
説
」
(
『
玉
面
山
一
房
輯
侠
書
』
「
経
編
論
語
類
」
)

す
で
に
失
わ
れ
て
、
題
名
の
み
残
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
。

【
遺
逸
】

(f)
「
孝
経
注
」
(
『
宋
垂
直
巻
九
七
慧
琳
伝
、
『
高
僧
伝
』
巻
七
慧
琳
伝
)

(g)
「
荘
子
遺
遥
篇
注
」
(
『
宋
書
』
巻
九
七
慧
琳
伝
、
『
高
僧
伝
』
巻
七
慧
琳

伝
)

(
h
)
「
(
何
彦
徳
「
断
家
養
論
」
附
)
釈
慧
琳
難
」
(
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
一
一
一

陸
澄
「
法
論
目
録
」
第
一
五
峡

大
正
五
五
・
八
五
・

a)

(
i
)
「
婚
農
無
傷
論
」
(
同
「
法
論
目
録
」
第
一
六
峡

大
正
五
五
・
八
五
・
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(
J
)

「
(
顧
長
康
「
証
極
明
化
論
」
附
)
問
難
」
(
同
「
法
論
目
録
」
第
一
六

!侠

大
正
五
五
・
八
五
・

a)

括
弧
内
は
、
慧
琳
の
散
逸
し
た
論
や
書
の
名
前
が
、
他
書
の
ど
の
部
分
に
記
さ
れ

て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
慧
琳
は
、
『
論
韮
巴
『
孝
経
』
『
荘
子
』
「
遁
遥
遊
」
篇
の
注
釈
を

作
り
、
謝
霊
運
、
何
彦
徳
、
顧
長
康
ら
と
論
争
し
、
ま
た
み
ず
か
ら
も
「
均
善
論
」

を
著
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

伝
記

(
2
)
劉
義
真
・
劉
義
隆
と
の
関
係

宋
の
武
帝
劉
裕
(
三
六
二
一

1
四
二
二
)

に
は
、
七
人
の
男
子
が
あ
っ
た
。
慧
琳

は
そ
の
な
か
の
ひ
と
り
、
第
二
子
虚
陵
王
劉
義
真
に
近
づ
く
。

大

こ
れ
よ
り
さ
き
東
晋
安
帝
義
照
二
二
年
(
四
一
七
)
、
劉
裕
は
長
安
を
攻
略
し

て
後
秦
を
滅
ぼ
し
た
。
義
真
は
一
二
歳
で
こ
の
劉
裕
の
北
征
に
従
っ
た
。
ま
も
な

く
劉
裕
は
、
東
晋
王
朝
の
纂
奪
を
急
ぐ
た
め
に
長
安
に
は
留
ま
ら
ず
、
南
に
帰
り
、

王
惰
等
の
多
く
の
副
官
を
つ
け
て
義
真
に
長
安
の
守
備
に
あ
た
ら
せ
た
。

夏
壬
赫
連
勃
勃
は
、
劉
裕
が
南
に
帰
っ
た
と
聞
く
と
、
「
此
れ
一
大
、
関
中
を
以

て
我
に
賜
う
」
と
手
を
拍
っ
て
喜
び
、
二
万
騎
を
ひ
き
い
て
長
安
を
攻
め
た
。

一
二
歳
の
少
年
に
こ
の
困
難
な
守
備
が
っ
と
ま
る
は
ず
は
な
く
、
軍
内
の
乱
れ

か
ら
謹
言
を
信
じ
て
義
真
は
王
備
を
殺
し
た
。
す
る
と
人
心
は
た
ち
ま
ち
離
れ
、

夏
軍
の
追
撃
を
う
け
て
晋
軍
は
総
崩
れ
に
な
り
、
夕
刻
に
迷
っ
て
た
っ
た
ひ
と
り

に
な
っ
た
義
真
は
草
中
に
逃
げ
こ
み
、
や
っ
と
探
し
だ
し
た
中
兵
参
軍
段
宏
に
背

負
わ
れ
て
、
単
騎
、
南
に
帰
っ
た
。
赫
連
勃
勃
は
殺
し
た
普
軍
の
兵
士
の
首
を
集

八
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劉
宋
の
懇
琳
に
つ
い
て

(
鵜
飼
光
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め
て
積
み
重
ね
、
「
輯
鰻
台
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
(
『
資
治
通
鑑
』
義
照
一
四
年
)
。

の
ち
劉
裕
は
安
帝
を
殺
し
て
恭
帝
を
立
て
、
そ
の
恭
帝
に
む
り
や
り
に
禅
位
の

四
二

O
)
。
武
帝
劉
裕
は
、
翌

詔
書
を
書
か
せ
て
帝
位
に
つ
い
た
(
永
初
元
年
、

年
、
位
を
譲
っ
て
零
陵
王
と
な
っ
て
い
た
恭
帝
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
恭
帝

は
そ
の
こ
と
を
恐
れ
て
皇
后
椿
妃
が
手
ず
か
ら
つ
く
っ
た
料
理
し
か
食
べ
な
い
の

で
機
会
が
な
い
。
業
を
煮
や
し
た
劉
裕
は
、
椿
妃
の
兄
の
椿
叔
度
と
椿
淡
之
と
を

や
っ
て
椿
妃
を
別
室
に
呼
び
だ
し
て
お
い
て
、
む
り
や
り
帝
に
毒
を
飲
ま
そ
う
と

し
た
が
、
仏
教
信
者
の
恭
帝
は
、
「
仏
教
で
は
自
殺
す
る
と
ふ
た
た
び
人
間
に
生

ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
、
自
殺
し
よ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
で

兵
士
に
絞
め
殺
さ
せ
た
。

劉
裕
が
帝
位
に
つ
く
と
、
劉
裕
の
第
三
子
劉
義
真
は
撞
陵
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

義
真
の
幕
下
に
は
、
謝
霊
運
、
顔
延
之
、
慧
琳
が
集
ま
っ
て
い
た
。
義
真
は
軽

率
に
も
、
自
分
が
帝
位
に
即
い
た
ら
、
謝
霊
運
、
顔
延
之
を
宰
相
に
し
、
慧
琳
を

西
議
州
の
都
督
に
し
よ
う
と
い
う
。

義
真
、
聡
明
に
し
て
文
義
を
愛
す
れ
ど
も
、
耐
も
軽
動
し
て
徳
業
無
し
。

陳
郡
謝
霊
運
・
浪
邪
顔
延
之
・
慧
琳
道
人
と
並
び
に
周
旋
す
る
こ
と
常
に
異

な
る
。
云
う
、
志
を
得
る
の
日
、
霊
運
・
延
之
を
以
て
宰
相
と
為
し
、
慧
琳

を
西
珠
州
の
都
督
と
為
さ
ん
、
と
。

〔
『
宋
書
』
劉
義
真
伝
〕

義
真
は
聡
明
で
文
章
に
明
る
い
人
物
で
あ
り
、
謝
霊
運
、
顔
延
之
は
と
も
に
当
代

一
流
の
詩
人
で
あ
る
。
そ
し
て
慧
琳
も
ま
た
文
才
が
あ
り
、
虚
陵
王
の
幕
下
は
一

種
の
文
学
サ
ロ
ン
の
観
を
呈
し
て
い
た
。

/¥ 
j¥、

し
か
し
謝
霊
運
は
一
方
で
、
才
能
あ
る
も
の
は
政
治
の
権
要
に
参
加
す
べ
き
だ

と
い
っ
て
は
ば
か
ら
ず
、
自
分
が
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
に
強
い
不
満
を
も
っ
て
い

た
。
顔
延
之
は
、
「
飲
酒
し
て
細
行
を
護
ら
」
(
『
宋
書
』
顔
延
之
伝
)
な
い
人
物

で
あ
っ
て
、
才
辞
を
た
の
ん
で
譲
ら
ず
、
尚
書
令
待
亮
か
ら
憎
ま
れ
る
。
そ
し
て

慧
琳
も
散
慢
で
大
言
を
好
ん
だ
。
そ
し
て
義
真
自
身
、
父
劉
裕
が
践
砕
し
た
時
、

悦
ん
だ
そ
ぶ
り
も
な
く
、
安
寧
の
ま
ま
で
は
お
ら
れ
ま
い
と
も
ら
す
な
ど
、

四
人

と
も
時
の
政
治
に
不
満
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
義
真
自
身
が
次
の
帝
位
に
即
い

た
な
ら
、
三
人
を
そ
れ
ぞ
れ
要
職
に
つ
け
よ
う
と
発
言
し
た
こ
と
は
、
時
の
政
治

に
あ
ず
か
る
も
の
の
強
い
関
心
を
ひ
き
、
警
戒
の
心
を
起
こ
さ
せ
る
に
十
分
で
あ

っ
た
。武

帝
劉
裕
が
崩
じ
て
国
哀
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
義
真
は
謝

霊
運
、
顔
延
之
、
慧
琳
ら
と
動
内
で
宴
す
る
な
ど
、
非
難
の
口
実
を
あ
た
え
る
行

動
は
や
ま
な
い
。
任
地
の
歴
陽
に
行
っ
て
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
と
要
求
が
多
く
、

執
政
徐
羨
之
ら
は
こ
と
ご
と
く
は
そ
の
要
求
に
応
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
義
真
は

深
く
執
政
を
う
ら
み
、
都
に
帰
る
こ
と
を
も
と
め
た
。

武
帝
の
次
に
は
、
少
帝
劉
義
符
(
四

O
六
1
四
二
四
)
が
立
っ
た
。
執
政
に
は

徐
羨
之
の
ほ
か
に
、
檀
道
済
、
縛
亮
、
謝
晦
が
あ
た
っ
た
。
四
人
は
徳
の
な
い
少

帝
を
廃
そ
う
と
し
、
手
始
め
に
義
真
を
庶
人
に
お
と
し
て
新
安
郡
に
移
し
、
つ
い

で
こ
れ
を
殺
し
た
。
同
時
に
義
真
の
グ
ル
ー
プ
も
解
散
さ
せ
ら
れ
、
謝
霊
運
は
永

嘉
(
漸
江
省
温
州
)
の
太
守
に
、
顔
延
之
は
始
安
(
広
西
省
桂
林
)
の
太
守
に
そ

れ
ぞ
れ
左
遷
さ
れ
た
。
慧
琳
は
、
虎
丘
(
江
蘇
省
呉
県
)
の
法
網
の
も
と
に
身
を

ょ
せ
た
。

四
人
の
大
臣
は
結
束
し
て
こ
と
に
あ
た
り
、
夕
刻
か
ら
天
淵
池
で
あ
そ
び
船
中



で
寝
て
い
た
少
帝
を
未
明
に
お
そ
っ
て
三
人
の
侍
者
を
殺
し
、
少
帝
を
幽
閉
し
て

ま
も
な
く
殺
し
た
。

そ
し
て
少
帝
の
次
に
江
陵
か
ら
呼
び
ょ
せ
ら
れ
て
帝
位
に
即
い
た
の
が
、
武
帝

劉
裕
の
第
三
子
劉
義
隆
(
四

O
七
1
四
五
三
)
、
す
な
わ
ち
文
帝
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
文
帝
は
帝
位
に
即
く
と
、
武
人
の
檀
道
済
を
味
方
に
つ
け
、
少
帝
、

南
極
陵
主
を
殺
し
た
罪
を
問
う
て
徐
羨
之
、
停
亮
、
謝
晦
を
諒
し
(
元
嘉
三
年
、

二
六
)
、

み
ず
か
ら
親
し
く
政
治
を
と
っ
た
。
そ
し
て
徐
羨
之
に
よ
っ
て
左
遷
さ

せ
ら
れ
て
い
た
三
人
を
中
央
に
呼
び
ょ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
厚
遇
す
る
。

謝
霊
運
は
、
秘
書
監
と
な
り
、
秘
閣
の
書
を
整
理
し
、
ま
た
前
朝
の
歴
史
が
な

い
の
で
、
晋
書
の
編
纂
を
依
頼
さ
れ
た
。
顔
延
之
は
中
書
侍
郎
に
な
っ
た
。

慧
琳
も
厚
く
遇
せ
ら
れ
て
、
朝
廷
の
大
事
を
議
す
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
の
権

要
に
参
画
し
た
。
賓
客
は
集
ま
り
、
門
前
に
は
車
が
数
十
両
つ
ら
な
り
、

四
方
か

ら
金
品
を
贈
っ
て
依
頼
に
く
る
人
は
ひ
き
も
き
ら
ず
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
の
娃

席
が
七
つ
も
八
つ
も
あ
り
、
い
つ
も
い
っ
ぱ
い
の
人
で
あ
っ
た
。
慧
琳
の
い
で
た

ち
は
、
高
い
く
つ
を
は
き
、
て
ん
の
か
わ
ご
ろ
も
を
着
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

通
呈
・
書
佐
と
い
う
秘
書
役
さ
え
お
い
て
い
た
。

会
稽
の
孔
顛
が
あ
る
と
き
慧
琳
の
邸
宅
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
人
が
お
し

あ
い
へ
し
あ
い
を
し
て
あ
い
よ
り
な
が
ら
、
顔
を
あ
わ
す
と
熱
さ
寒
さ
の
時
候
の

あ
い
さ
つ
を
す
る
だ
け
で
、

ほ
か
の
こ
と
は
な
に
も
い
わ
な
い
の
を
見
て
、
嘆
い

て
い
っ
た
。
「
と
う
と
う
国
衣
の
宰
相
が
現
れ
た
か
。
冠
と
く
っ
と
を
さ
か
き
ま

に
つ
け
た
よ
う
な
も
の
だ
。
」
|
|
冠
と
く
っ
と
を
き
か
さ
ま
に
つ
け
た
と
は

僧
侶
が
宰
相
に
な
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
そ
の
こ
と
を
記
し
た
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一

O
、
元
嘉
三
年
の
条
を
ひ
く
。

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
二
九
九
八
年
三
月
)

帝
は
、
慧
琳
道
人
、
談
論
を
善
く
す
る
を
以
て
、
因
り
て
与
に
朝
廷
の
大

事
を
議
し
、
遂
に
権
要
に
参
ず
。
賓
客
、
輯
湊
し
、
門
事
常
に
数
十
両
有
り
。

四
方
仇
胤
を
贈
る
も
の
相
艇
な
り
、
方
建
、
七
八
、
座
上
、

E
に
満
つ
。
琳
、

高
展
を
著
け
、
詔
葵
を
披
、
通
呈
・
書
佐
を
置
く
。
会
稽
孔
顕
、
嘗
て
之
に

詣
り
、
賓
客
、
填
咽
し
、
喧
涼
す
る
の
み
な
る
に
遇
う
。
顕
、
慨
然
と
し
て

四

日
く
、
「
遂
に
国
衣
の
宰
相
有
り
、
冠
雇
、
所
を
失
う
と
調
う
可
し
」
と
。

こ
の
文
章
の
最
後
の
部
分
に
胡
三
省
は
注
し
て
、
「
虚
陵
(
王
)
廃
せ
ら
れ
て
、

三
人
(
謝
霊
運
・
顔
延
之
・
慧
琳
)
斥
せ
ら
れ
、
徐
(
羨
之
)

ら
れ
て
、
三
人
進
む
。
松
が
れ
る
を
矯
め
て
正
し
き
に
過
ぐ
と
調
う
可
し
」
と
述

べ
る
。
よ
こ
し
ま
な
「
在
が
れ
る
」
徐
・
停
を
「
矯
め
」
直
し
て
諒
し
た
の
は
い

-
縛
(
亮
)
諒
せ

い
が
、
謝
・
顔
・
慧
琳
を
ふ
た
た
び
朝
廷
に
呼
び
も
ど
し
た
の
は
「
正
し
き
に
過

ぎ
」
る
、

つ
ま
り
余
分
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
の
評
で
あ
る
。

ま
た
と
も
に
虚
陵
王
に
仕
え
た
の
だ
か
ら
こ
の
三
人
の
仲
が
よ
か
っ
た
か
と
い

う
と
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
顔
延
之
は
の
ち
に
太
祖
文
帝
に
寵
愛

さ
れ
て
い
た
慧
琳
を
痛
烈
に
罵
倒
し
て
い
る
。

(
顔
延
之
)
復
た
秘
書
監
、
光
禄
勲
、
太
常
と
為
る
。
時
に
沙
門
釈
慧
琳
、

才
学
を
以
て
太
祖
の
賞
愛
す
る
所
と
為
る
。
召
見
せ
ら
る
る
毎
に
、
常
に
独

の

ぼ

こ

れ

に

く

楊
に
升
る
。
延
之
、
甚
だ
罵
を
疾
む
。
酔
う
に
因
り
て
上
に
白
し
て
日
く
、

「
昔
、
同
子
、
参
乗
す
る
に
、
衰
称
、
色
を
正
す
。
此
の
三
台
の
坐
に
は
、

宣
に
刑
余
を
し
て
之
に
居
ら
使
む
可
け
ん
や
」
と
。
上
、
色
を
変
ず
。

〔
『
宋
書
』
顔
延
之
伝
〕

八.
九



劉
宋
の
慧
琳
に
つ
い
て

(
鵜
飼
光
昌
)

慧
琳
は
帝
に
引
見
さ
れ
る
た
び
に
、
独
楊
に
の
ぼ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
顔
延
之

は
そ
れ
が
お
も
し
ろ
く
な
い
。
そ
こ
で
酔
い
に
ま
か
せ
て
帝
に
い
っ
た
。
「
む
か

し
同
子
(
漢
の
超
談
の
こ
と
。
司
馬
遷
が
「
任
少
卿
に
報
ず
る
書
」
を
書
く
お
り
、

父
司
馬
談
の
誇
を
避
け
る
た
め
に
趨
談
の
こ
と
を
「
同
子
」
と
い
っ
た
の
に
ち
な

む
)
が
天
子
に
穆
乗
し
た
と
き
、
愛
称
は
顔
色
を
正
し
ま
し
た
。
尚
書
や
御
史
や

謁
者
が
す
わ
る
べ
き
こ
の
三
台
の
坐
に
、
刑
余
の
も
の
を
お
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ

ぬ」。漢
の
趨
談
は
宣
官
だ
っ
た
の
で
、
土
哀
絡
は
宣
官
が
天
子
に
同
乗
す
る
こ
と
を
い

さ
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
顔
延
之
は
僧
侶
で
あ
る
慧
琳
を
「
刑
余
」
と
呼
ん
だ
。

慧
琳
は
官
民
官
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
古
代
に
は
髪
を
切
り
落
と
す
境
刑
が
あ
っ
た

た
め
、
剃
髪
し
て
い
た
慧
琳
を
噸
笑
し
て
こ
う
い
っ
た
の
で
あ
る
。
慧
琳
は
首
に

か
せ
を
は
め
ら
れ
艶
刑
に
処
せ
ら
れ
た
犯
罪
者
に
も
等
し
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
や
か
ら
を
三
台
の
坐
に
の
せ
る
と
は
と
非
難
さ
れ
て
、
帝
は
怒
り
で
顔
色

を
変
え
た
。

こ
の
よ
う
に
慧
琳
と
顔
延
之
と
の
仲
は
け
っ
し
て
よ
く
な
か
っ
た
。

慧
琳
と
謝
霊
運
と
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
謝
霊

運
が
永
嘉
の
太
守
に
左
遷
さ
れ
た
お
り
発
表
し
た
論
文
「
弁
宗
論
」
を
め
ぐ
っ
て
、

慧
琳
は
法
綱
と
と
も
に
質
問
の
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
た
だ
し
謝
霊
運
が
主

張
し
た
頓
悟
論
に
は
賛
成
し
て
い
な
い
。

四

伝
記

(
3
)
劉
義
康
と
の
関
係

文
帝
は
ほ
ぼ
三

O
年
に
わ
た
っ
て
政
治
を
行
い
、
平
和
も
続
い
た
の
で
、
こ
の

期
間
は
宋
王
朝
で
も
安
定
し
た
時
期
と
し
て
、
「
元
嘉
の
治
」
と
称
せ
ら
れ
る
。

九
O 

し
か
し
文
帝
が
数
年
の
あ
い
だ
病
気
だ
っ
た
時
期
に
は
、
実
際
の
政
務
は
、
帝

の
弟
彰
城
王
劉
義
康
が
と
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
を
専
断
し
た
。
そ
こ
に
慧
琳
が

関
係
す
る
。

彰
城
王
劉
義
康
は
武
帝
劉
裕
の
第
四
子
で
あ
る
。
王
弘
の
推
薦
で
、
元
嘉
の
は

じ
め
ご
ろ
か
ら
政
治
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

元
嘉
二
二
年
(
四
三
六
)
、
劉
裕
の
京
口
で
の
挙
兵
に
参
加
し
て
以
来
の
歴
戦

の
勇
将
で
あ
る
檀
道
済
が
、
朝
廷
に
疑
い
を
も
た
れ
た
た
め
に
理
由
も
な
く
殺
さ

れ
た
。文

帝
は
そ
の
と
き
病
が
あ
っ
く
、
帝
が
死
ね
ば
「
威
名
甚
だ
重
い
」
檀
道
済
を

制
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
心
配
し
、
呼
び
よ
せ
て
殺
す
よ
う
す
す
め
た
の

は
義
康
で
あ
っ
た
。
文
帝
は
そ
こ
で
檀
道
済
を
呼
び
ょ
せ
た
が
、
病
が
や
や
よ
く

な
っ
た
の
で
、
思
い
か
え
し
て
道
済
を
任
地
の
江
州
へ
帰
そ
う
と
思
い
、
道
済
は

船
に
乗
っ
て
都
を
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
た
ま
た
ま
帝
が
発
作
を

お
こ
し
た
。
義
康
は
帰
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
に
せ
の
詔
勅
を
作
っ
て
道
済
を
よ

び
も
ど
し
て
捕
ら
え
、

族

一
人
、
腹
心
の
将
二
人
と
と
も
に
こ
れ
を
殺
し
た

(
『
通
鑑
』
元
嘉
一
一
一
一
年
)
。

『
宋
書
』
巻
六
八
「
彰
城
王
義
康
」
伝
に
は
、
こ
の
よ
う
な
義
康
の
人
と
な
り

を
次
の
よ
う
に
記
す
。

義
康
、
性
、
吏
職
を
好
み
、
意
を
文
案
に
鋭
く
し
、
是
非
を
糾
別
し
て
、

精
尽
せ
ざ
る
は
莫
し
。
既
に
専
ら
朝
権
を
総
べ
、
事
、
自
己
に
決
し
、
生
殺

の
大
事
、
録
命
を
以
て
之
を
断
ず
。
凡
そ
陳
奏
す
る
所
、
入
り
て
可
と
せ
ざ

る
は
無
く
、
方
伯
以
下
、
並
び
に
義
康
の
授
用
に
委
ね
ら
る
。
是
に
由
り
て



や

朝
野
、
輯
湊
し
、
勢
、
天
下
を
傾
く
。
義
康
は
亦
た
自
強
し
て
息
ま
ず
、
慨

し
ゃ

倦
有
る
こ
と
無
し
。
府
門
に
は
毎
旦
常
に
数
百
乗
の
車
有
り
。
復
た
位
卑
し

し

ド

や

ら

く
人
徴
し
と
難
も
、
皆
な
引
接
せ
被
る
。

義
康
は
性
、
官
吏
と
し
て
の
職
責
で
あ
る
公
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
好
み
、
書
類

を
き
び
し
く
検
し
、
是
非
を
た
だ
し
て
、
精
査
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
朝
廷

の
権
力
を
に
ぎ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で
決
定
し
、
生

殺
の
大
事
す
ら
録
尚
書
事
と
し
て
こ
れ
を
断
じ
た
。
奏
上
す
る
と
こ
ろ
は
す
べ
て

可
と
せ
ら
れ
、
各
地
の
官
吏
の
選
任
も
義
康
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
朝
野

の
人
士
が
義
康
の
も
と
に
集
ま
り
、
そ
の
権
勢
は
天
下
に
な
ら
ぶ
も
の
が
な
い
。

義
康
は
ま
た
つ
と
め
は
げ
ん
で
や
ま
ず
、

お
こ
た
る
こ
と
が
な
く
、
自
分
の
役
所

の
前
に
は
毎
日
数
百
両
の
車
が
な
ら
ん
だ
。
た
と
え
面
会
し
よ
う
と
す
る
も
の
の

位
が
低
く
て
も
み
な
引
き
入
れ
て
応
接
し
た
。

ま
た
一
方
、
義
康
は
「
素
よ
り
学
術
無
し
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
書
物

学
問
に
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
帝
の
病
が
い
よ
い
よ
重
い
の
を
見
て
、
次
の
皇
帝
に
義
康
を
擁
立
し
よ
う
と

朋
党
を
組
ん
で
画
策
す
る
も
の
が
で
て
き
た
。
文
帝
は
病
が
い
え
る
と
そ
れ
を
知

り
、
一
克
嘉
一
六
年
の
秋
以
降
は
義
康
の
東
府
を
訪
ね
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
翌

一
七
年
十
月
、
中
書
省
に
宿
直
し
て
い
た
義
康
は
捕
ら
え
ら
れ
、
劉
湛
以
下
多
く

の
も
の
が
諒
殺
さ
れ
た
。
義
康
は
上
表
し
て
退
位
免
職
を
願
い
、
罪
を
認
め
た
の

で
、
都
督
江
州
諸
軍
事
、
江
州
刺
史
と
し
て
議
州
に
赴
か
せ
る
こ
と
に
し
、
義
康

は
都
を
離
れ
る
た
め
に
渚
に
下
り
、
船
に
乗
っ
た
。
し
か
し
文
帝
は
そ
の
こ
と
に

対
し
て
ひ
と
こ
と
も
い
わ
ず
、
た
だ
働
突
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
礼

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

記
』
「
文
王
世
子
」
篇
に
は
公
族
が
罪
を
犯
し
た
場
合
、

三
度
そ
の
罪
を
許
し
、

そ
れ
で
も
お
よ
ば
な
い
と
死
刑
に
し
た
あ
と
皇
帝
は
み
ず
か
ら
突
す
る
、
と
あ
る
。

文
帝
は
も
は
や
義
康
を
処
分
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
帝
は
慧
琳
を
義
康
の
も
と
に
や
っ
て
様
子
を
探
ら
せ
た
。
す
る
と
義
康
は
文

帝
の
気
持
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
生
き
て
都
に
帰
れ
る
だ
ろ
う
か

と
慧
琳
に
聞
い
た
(
『
宋
書
』
義
康
伝
)
。

義
康
日
く
、
「
弟
子
、
還
る
の
理
有
り
ゃ
い
な
や
」
と
。
慧
琳
日
く
、
「
恨

む
ら
く
は
、
八
ム
、
数
百
巻
の
書
を
読
ま
.
さ
る
こ
と
を
」
と
。

そ
れ
に
対
し
て
慧
琳
は
直
接
に
は
答
え
ず
、
数
百
巻
の
書
を
読
ま
れ
な
か
っ
た
の

が
残
念
で
す
、
と
答
え
て
い
る
。
政
治
に
口
を
出
さ
ず
、
学
問
専
一
で
あ
っ
た
な

ら
ば
今
日
の
事
態
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

文
帝
が
、
当
時
も
っ
と
も
権
勢
の
あ
っ
た
彰
城
王
の
処
遇
と
い
う
き
わ
め
て
重

要
か
つ
微
妙
な
問
題
の
処
理
の
た
め
に
、
慧
琳
を
つ
か
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
慧
琳
は
文
帝
に
彰
城
王
の
様
子
を
こ
と
こ
ま
か
に
報

告
し
た
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
裏
返
せ
ば
文
帝
は
こ
の
よ
う
な
危
急
の
問
題
を

十
分
処
理
で
き
る
人
物
で
あ
る
と
慧
琳
を
見
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
慧
琳
は
文
帝

に
非
常
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

慧
琳
が
「
黒
衣
の
宰
相
」
の
名
を
た
て
ま
つ
ら
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
引
い
た
、
顔
延
之
が
慧
琳
の
こ
と
を
「
刑
余
」
の
人

と
の
の
し
っ
た
の
も
(
八
九
頁
)
や
は
り
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

義
康
の
こ
と
に
も
ど
る
と
、
そ
の
の
ち
さ
ら
に
沼
嘩
、
孔
照
先
な
ど
の
よ
う
に

九
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義
康
を
か
つ
い
で
乱
を
お
こ
そ
う
と
す
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、

二
人
と
も
謙

殺
さ
れ
た

(
元
嘉
二
二
年
、

四
四
五
)
。

元
嘉
二
八
年
(
四
五
一
)
、
北
現
が
入
窟
し
、
物
情
騒
然
と
な
っ
た
の
で
、
文

帝
は
不
運
の
ゃ
か
ら
が
ふ
た
た
び
義
康
を
と
り
ま
い
て
反
乱
を
お
こ
す
の
を
う
れ

ぇ
、
広
州
に
移
そ
う
と
し
た
が
し
た
が
わ
な
い
。
そ
こ
で
毒
薬
を
飲
ま
そ
う
と
し

た
が
、
や
は
り
義
康
も
仏
教
信
者
で
、
自
殺
す
る
と
ふ
た
た
び
人
に
生
ま
れ
変
わ

れ
な
い
と
い
っ
て
拒
否
し
た
の
で
、

つ
い
に
使
者
に
殺
さ
せ
た
。

こ
れ
以
後
、
慧
琳
の
動
静
は
記
録
が
な
い
た
め
に
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
お
そ

ら
く
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
つ
ね
に
政
治
の
中
枢
と
関
係
を
も
ち
つ
づ
け
た
の
で

+i酢

F
ム

、

追

O
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い
ず
れ
に
し
て
も
慧
琳
は
、
文
辞
に
非
常
に
巧
み
で
あ
り
、
『
論
語
』
『
孝
経
』

『
荘
子
』
に
注
す
る
と
い
う
、
当
時
の
学
問
の
標
準
的
な
方
法
で
あ
る
注
釈
の
方

法
に
よ
っ
て
そ
の
学
識
を
示
し
、
ま
た
謝
霊
運
ら
名
立
た
る
文
人
と
哲
学
上
の
問

題
を
め
ぐ
っ
て
論
争
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
流
の
知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
直
陵
壬
や
文
帝
に
近
づ
き
、
そ
の
信
頼
を
え
て

朝
廷
の
大
事
を
議
す
る
な
ど
、
政
治
の
方
面
に
お
い
て
も
い
か
ん
な
く
そ
の
能
力

を
発
揮
し
た
い
わ
ば
異
色
の
僧
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

か
ら
賄
賂
を
と
っ
た
こ
と
が
『
宋
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
事
実
で
あ
る
と

す
れ
ば
、

そ
の
能
力
と
的
確
な
判
断
に
よ
っ
て
え
た
地
位
を
金
銭
に
換
え
る
と
い

う
か
な
ら
ず
し
も
芳
し
か
ら
ざ
る
所
行
を
あ
え
て
す
る
、
沙
門
と
し
て
は
破
格
の

人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

九

五

「
均
善
論
」

(1)
空
に
つ
い
て

慧
琳
の
著
作
と
し
て
唯
一
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の
が
「
均
善
論
」
で
あ
り
、

『
宋
書
』
巻
九
七
「
夷
蛮
」
「
天
竺
迦
枇
寒
国
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
こ
の
慧
琳
の
著
作
に
も
と
づ
き
論
を
進
め
、
そ
の
論
旨
の
大
要
を
う
か
が

う
こ
と
に
す
る
。

慧
琳
は
白
学
先
生
に
儒
教
を
代
表
さ
せ
、
黒
学
道
士
に
仏
教
を
代
表
さ
せ
、
こ

の
二
人
の
対
論
に
よ
っ
て
論
を
進
め
る
。

白
学
先
生
は
ま
ず
、
中
国
の
聖
人
は
百
世
に
わ
た
っ
て
天
下
国
家
を
治
め
、
そ

の
徳
は
広
大
で
あ
り
、
そ
の
智
慧
は
万
変
に
あ
ま
ね
く
、
天
人
の
理
は
つ
く
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
道
に
は
、
隠
さ
れ
た
旨
は
な
く
、
そ
の
教
え
に
は
、
用
い
ら
れ
な

い
で
う
ず
も
れ
て
い
る
人
の
知
ら
な
い
方
法
な
ど
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、
聡
明
で
あ
り
叡
智
に
み
ち
た
道
理
を
ふ
み
お
こ
な
う
教
え
で
あ
る
。
な
に

も
異
国
の
仏
教
な
ど
に
よ
る
必
要
は
な
い
、
と
述
べ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
黒
学
道
士
は
、
白
学
先
生
の
考
え
を
い
た
っ
て
固
植
で
あ
る
と

す
る
。
な
ぜ
な
ら
聖
人
が
説
い
た
儒
教
は
奥
深
く
目
に
見
え
な
い
領
域
を
明
ら
か

三
世
報
応
の
変
化
を
知
ら
ず
、
「
心
」
を
「
虚
」
に
す
る
こ
と
は
尊
ん

に
せ
ず
、

で
も
、
「
事
」
を
「
虚
」
に
す
る
こ
と
|
|
つ
ま
り
万
物
の
本
質
が
空
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
。
中
国
の
教
え
は
そ
の
点
で
と
お
く
西
域
の
仏
教
の
深
遠
に
お
よ

ば
な
い
と
説
く
。

そ
れ
を
聞
い
た
白
学
先
生
が
、
そ
れ
で
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
お
よ
ば
な
い
の

か
、
と
た
ず
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
白
学
と
黒
学
の
一
一
人
の
議
論
が
始
ま
る
。

白
学
先
生
は
ま
ず
、
仏
教
の
空
と
老
子
の
無
と
は
、
ど
う
ち
が
う
の
か
を
問
題



に
す
る
。

白
、
日
く
、
「
釈
氏
の
論
ず
る
所
の
空
と
、
老
氏
の
言
う
所
の
空
と
は
、

同
異
無
き
か
」
と
。
黒
、
日
く
、
「
異
な
れ
り
。
釈
氏
は
物
に
即
し
て
空
と

ふ
た

為
し
、
空
と
物
と
を
一
と
為
す
。
老
氏
は
、
有
と
無
と
、
両
つ
な
が
ら
行
い
、

空
と
有
と
を
異
な
る
と
為
す
。
安
く
ん
ぞ
同
じ
な
る
を
得
ん
や
」
と
。
(
白

日
、
「
釈
氏
所
論
之
空
、
与
老
氏
所
言
之
空
、
無
同
異
乎
」
。
黒
田
、
「
異
。

釈
氏
即
物
為
空
、
空
物
為
一
。
老
氏
有
無
両
行
、
空
有
為
異
。
安
得
同
乎
」
。
)

黒
学
道
士
は
そ
れ
に
答
え
て
言
う
。
釈
氏
、

つ
ま
り
仏
教
の
空
と
、
老
子
の
無
と

は
別
物
で
あ
る
。
仏
教
に
お
い
て
は
、
事
物
そ
の
も
の
が
空
で
あ
る
。
い
い
か
え

れ
ば
事
物
を
空
と
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
事
物
は
空
で
あ
り
、

反
対
に
空
が
事
物
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
空
と
事
物
と
は
通
じ
て
一
で
あ
る
。
な

に
も
空
と
い
う
特
別
な
実
体
が
事
物
と
は
別
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
老
子
に
お
い
て
は
、
有
と
無
と
を
そ
れ
ぞ
れ
実
体
あ
る
も
の
と
し
て
認

め
る
の
で
、
空
(
無
)
と
有
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
し
か
黒
学
は
い
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
以
下
さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
こ

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

老
子
は
無
が
有
を
否
定
す
る
も
の
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
無

は
他
方
有
を
生
成
す
る
も
と
で
あ
り
、
万
物
の
根
元
で
あ
り
、
万
物
を
生
み
だ
し

た
母
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
無
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
有
を
生

み
だ
す
物
質
的
な
か
た
ち
あ
る
始
原
の
存
在
と
し
て
の
性
質
を
必
然
的
に
お
び
る

こ
と
に
な
り
、
無
は
有
と
は
な
に
か
し
ら
異
な
っ
た
別
の
存
在
に
な
る
。
無
は
有

文
学
部
論
集

第
八
十
三
号
(
一
九
九
八
年
三
一
月
)

に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
有
を
生
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
有
よ
り
も
一
段
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
に
存
在
と
規
定
さ
れ
る
点
で
は

無
と
有
と
は
ふ
た
つ
の
も
の
で
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
が
仏

教
の
空
と
老
子
の
空
(
無
)
と
の
ち
が
い
で
あ
る
と
黒
学
道
士
は
主
張
す
る
の
で

あ
ろ
う
。

今
度
は
白
学
先
生
は
、
釈
氏
は
事
物
を
空
だ
と
考
え
る
と
い
う
が
、
事
物
は
本

当
に
空
な
の
か
と
問
う
。

白
、
日
く
、
「
釈
氏
は
物
を
空
に
す
る
も
、
物
は
信
に
空
な
る
か
」
と
。

黒
、
日
く
、
「
然
り
。
空
の
又
た
空
、
加
だ
に
空
な
る
の
み
に
あ
ら
ず
」
と
。

白
、
日
く
、
「
一
一
一
儀
は
宇
宙
に
霊
長
た
り
。
万
品
は
天
地
に
盈
生
す
。
執
れ

か
是
れ
空
な
ら
ん
や
」
と
。
黒
、
日
く
「
其
の
自
性
の
有
を
空
と
す
る
は
、

因
仮
の
体
を
害
せ
ざ
る
な
り
。
今
、
草
材
を
構
え
て
以
て
大
慶
を
成
す
に
、

寝
を
専
に
す
る
の
実
聞
く
、
一
豪
を
積
み
て
以
て
合
抱
を
致
す
に
、
木
を

も
郡
山
ド
す
る
の
体
無
し
。
有
生
は
俄
頃
の
留
ま
る
こ
と
動
く
、
泰
山
も
累
息
の

な

固
蔑
し
。
輿
滅
、
常
無
く
、
因
縁
、
主
無
し
。
空
と
す
る
所
は
性
理
に
在
り

あ
や
ま

て
、
難
ず
る
所
は
事
用
に
拠
る
は
、
五
ロ
れ
以
て
怯
れ
り
と
為
す
」
と
。
(
白

日
、
「
釈
氏
空
物
、
物
信
空
邪
」
。
黒
田
、
「
然
。
空
又
空
、
不
趨
於
空
失
」
。

白
日
、
「
三
儀
霊
長
於
宇
宙
、
万
品
盈
生
於
天
地
、
執
是
空
哉
」
。
黒
日
、
「
空

其
自
性
之
有
、
不
害
因
仮
之
体
也
。
今
構
全
材
以
成
大
庫
、
問
専
寝
之
実
、

積
一
豪
以
致
合
抱
、
無
檀
木
之
体
、
有
生
莫
俄
頃
之
留
、
泰
山
蔑
累
息
之
固
、

輿
滅
無
常
、
因
縁
無
主
、
所
空
在
於
性
理
、
所
難
拠
於
事
用
、
五
口
以
為
棋
失
」
。
)

九
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白
学
は
言
う
。
天
地
人
の
三
儀
は
宇
宙
に
お
け
る
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
存
在
で
あ

り
、
そ
の
天
地
に
は
万
物
が
生
ま
れ
ま
た
満
ち
て
い
る
。
そ
の
ど
こ
が
空
な
の
だ
、

実
際
に
あ
る
で
は
な
い
か
。
天
地
は
厳
然
と
し
て
存
在
し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
い

き
づ
い
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

黒
学
は
そ
れ
に
対
し
て
こ
う
答
え
る
。
万
物
に
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
そ
の

も
の
固
有
の
性
質
で
あ
る
自
性
が
あ
る
と
す
る
考
え
を
否
定
し
、
自
性
は
本
来
な

い
こ
と
|
|
無
自
性
で
あ
り
空
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
因
と
縁
と
が
仮
に
合

わ
さ
っ
て
で
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
万
物
の
存
在
自
体
を
否
定
し
さ
る
こ
と

で
は
決
し
て
な
い
。

い
ま
多
く
の
材
木
を
構
築
し
て
大
き
な
建
物
を
完
成
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
も

と
の
群
材
に
は
、
人
が
専
ら
寝
る
た
め
の
も
の
と
い
う
実
質
は
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
材
料
が
集
ま
っ
て
人
が
寝
る
こ
と
の
で
き
る
大
度
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

一
本
の
毛
す
じ
ほ
ど
の
小
さ
な
部
分
部
分
が
合
わ
さ
っ
て
ひ
と
抱
え
ほ
ど
の
大
木

に
な
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
も
と
の
一
豪
に
は
も
っ
ぱ
ら
木
と
み
と
め
ら
れ
る
よ

う
な
実
体
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
派
な
棋
な
す
大
木
と
な
っ
て
い
る
。

ま
り
大
き
な
建
物
に
な
る
と
い
う
不
変
の
性
質
、

お
お
き
な
ひ
と
抱
え
も
あ
る
樹

木
に
な
る
と
い
う
必
然
的
な
性
質
|
|
犬
置
と
合
抱
と
に
な
る
と
い
う
自
性
|
|

は
、
本
来
、
そ
の
も
と
の
群
材
と
一
豪
と
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
群
材
と
一
豪

と
の
集
積
で
あ
る
大
度
と
合
抱
と
に
関
し
て
も
、
そ
の
も
と
に
な
る
群
材
と
一
豪

と
に
自
性
が
な
く
、
空
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
集
積
で
あ
る
大
置
と
合
抱
と
に

つ
い
て
も
当
然
自
性
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
空
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
大

度
と
合
抱
と
は
こ
の
よ
う
な
過
程
を
へ
て
空
と
認
識
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う

に
空
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
、
現
在
で
き
て
い
る
大
置
と
合
抱
の
堂
々
た
る
存

九
四

在
を
無
に
し
否
定
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
存
在
は
あ
く
ま
で
存
在
で
あ
り
、

認
識
と
は
別
物
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
お
よ
そ
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
、
わ
ず
か
の
間
も
留
ま
る
こ
と

な
く
、
盤
石
不
変
に
み
え
る
泰
山
で
さ
え
息
を
こ
ろ
す
ほ
ど
の
短
い
時
間
も
堅
固

で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
刻
一
刻
と
変
化
し
、
衰
滅
へ
と
む
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

興
起
滅
亡
に
は
常
な
く
、
万
物
は
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
る
複
雑
多
様
な
相
依
相

聞
の
関
係
性
の
う
え
に
現
象
と
し
て
仮
に
な
り
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

こ
に
恒
常
不
変
の
主
宰
者
は
お
ら
ず
、
本
性
と
し
て
の
理
は
空
で
あ
る
。
そ
の
空

日
用
の
事
物
に
よ
る
素
朴
な
実
在
論
に
よ
っ
て
非
難
す
る
の
は
誤
り

の
認
識
を
、

で
あ
る
。

判
り
に
く
い
た
と
え
で
は
あ
る
が
、
里
山
学
の
主
張
は
お
お
よ
そ
右
の
よ
う
な
意

味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

白
学
は
黒
学
の
説
く
こ
の
空
と
無
常
と
い
う
仏
教
の
基
本
理
念
を
別
の
方
向
か

ら
攻
撃
す
る
。

ザコ

わ
か

白
、
日
く
「
今
、
豪
に
析
ち
て
樹
を
空
と
す
る
も
、
垂
蔭
の
茂
る
を
傷
つ

く
る
こ
と
無
く
、
材
に
離
ち
て
室
を
虚
と
す
る
も
、
輸
品
究
の
美
を
損
わ
ず
。

無
常
を
明
ら
か
に
し
て
其
の
悔
蔭
の
情
を
増
し
、
苦
偽
を
陳
べ
て
其
の
競
辰

の
慮
を
篤
く
す
。

恐
ら
く
は
和
合
の
弁
、
危
脆
の
教
、
正
に
其
の
曙

好
の
欲
を
恋
う
る
に
足
り
、
以
て
其
の
愛
競
の
惑
い
を
傾
く
る
無
き
な
り
」
。

(
白
日
、
「
今
析
豪
空
樹
、
無
傷
垂
蔭
之
茂
、
離
材
虚
室
、
不
損
輪
英
之
美
、

明
無
常
増
其
悔
蔭
之
情
、
陳
苦
偽
篤
其
競
辰
之
膚

0

・
・
・
:
恐
和
合
之
弁
、

危
脆
之
教
、
正
足
恋
其
噌
好
之
欲
、
無
以
傾
其
愛
競
之
惑
也
」
。
)



い
ま
か
り
に
ひ
と
抱
え
も
あ
る
よ
う
な
大
木
を
微
細
な
部
分
に
わ
け
で
、
そ
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
部
分
に
は
ど
こ
に
も
樹
木
と
い
う
本
質
は
な
く
空
な
の
だ
か
ら
、

総
体
と
し
て
の
樹
木
は
必
然
的
に
空
で
あ
る
と
し
て
み
て
も
、
木
の
葉
が
こ
ん
も

り
と
茂
っ
て
木
陰
を
つ
く
る
涼
し
げ
な
樹
木
の
好
ま
し
い
様
子
が
そ
こ
な
わ
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
大
度
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
構
成
要
素
に
わ

け
て
、
そ
の
ど
れ
も
が
建
造
物
の
一
要
素
に
す
ぎ
ず
、

ひ
と
つ
の
材
質
材
料
が
大

度
と
い
う
本
質
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
虚
だ
か
ら
、
大
慶
そ
の
も
の
も
虚

(
つ
ま
り
空
)
で
あ
る
と
い
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
で
建
物
の
壮
大
華
麗
さ
が
失
わ

れ
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
、

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
白
学
に
よ
れ
ば
、
大
木
を
空
と
み
た
り
壮
麗
な
建
物
を
空
と
み
た
り
す

る
と
い
う
世
界
の
認
識
の
仕
方
よ
り
も
、
大
き
な
樹
木
の
下
で
は
人
が
憩
う
こ
と

が
で
き
、
壮
麗
な
建
物
の
下
で
は
人
が
休
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
の
世
界
の

現
実
と
そ
の
有
効
性
の
ほ
う
が
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
白
学
は
、
無
常
が
強
調
さ
れ
る
と
ひ
と
は
過
剰
な
ま
で
に
仏
の
庇
護
を

も
と
め
、
人
生
が
苦
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
と
時
を
競
っ
て
快
楽
を
追
求
す
る
よ
う

に
な
る
。
「
和
合
の
弁
」
と
「
危
脆
の
教
」
、

つ
ま
り
空
と
無
常
の
思
想
は
、

カミ

え

っ
て
噌
好
の
欲
を
し
た
い
、
快
楽
追
求
の
惑
い
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
り
は
し

な
い
か
と
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。

慧
琳
の
意
図
は
、
こ
の
場
合
白
学
先
生
の
主
張
の
方
に
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
政
治
に
よ
り
多
く
た
ず
さ
わ
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
現
実
に
ど
う
対
処
す

る
か
が
問
題
で
あ
っ
て
、
極
端
に
い
え
ば
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
眼
中
に
な
い
の
が

本
当
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
仏
教
の
旗
印
で
あ
る
空
や
無
常
の
教
え
が
か
え
っ
て

欲
望
と
快
楽
追
求
と
を
助
長
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
政
治
の
担
当
者
と
し
て
そ
れ

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
さ
え
あ
る
。

そ
れ
で
は
当
時
仏
教
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
三
世
報
応
の
思
想
に

つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

-'-
ノ、

「
均
善
論
」

(2)
三
世
報
応
に
つ
い
て

前
世
の
善
業
・
悪
業
が
来
世
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
輪
廻
説
は
、
仏

教
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
の
土
俗
的
な
考
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
る

程
度
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
中
国
人
は
そ
れ
を
仏
教

特
有
の
思
想
と
し
て
と
ら
え
、
六
朝
期
に
入
る
と
非
常
に
流
行
し
た
。

従
来
の
儒
教
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
善
行
を
積
ん
だ
伯
夷
・
叔
斉
が
わ
ら
び
を

食
べ
て
首
陽
山
で
餓
死
し
た
の
に
対
し
、
多
く
の
罪
の
な
い
人
を
あ
や
め
て
物
を

略
奪
し
、
と
き
に
は
人
の
肝
を
な
ま
す
に
し
て
食
ら
っ
た
と
さ
え
伝
え
ら
れ
る
悪

逆
の
か
ぎ
り
を
つ
く
し
た
盗
町
聞
が
、
無
事
一
生
を
終
え
て
い
わ
ゆ
る
畳
の
上
で
安

ら
か
に
死
ん
だ
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
解
決
が
つ
か
な
い
問
題
で
あ
る
。
戦
争
を

い
さ
め
、
前
朝
に
節
義
を
つ
く
し
た
伯
夷
・
叔
斉
は
幸
福
な
一
生
を
終
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
し
、
反
対
に
盗
町
聞
は
非
業
の
最
後
を
と
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
は
そ
う
で
は
な
く
正
反
対
で
あ
る
。
善
行
は

か
な
ら
ず
し
も
む
く
わ
れ
ず
、
悪
行
は
か
な
ら
ず
し
も
罪
や
罰
を
う
け
る
と
は
か

ぎ
ら
な
い
。
孔
子
の
よ
う
に
「
仁
を
求
め
て
仁
を
得
た
り
。
ま
た
何
を
か
怨
ま
ん

や
」
(
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
)
と
、
伯
夷
・
叔
斉
の
行
為
を
仁
徳
を
も
と
め
て
仁
徳

が
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
徳
を
求
め
る
行
為
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ
る
と
し

て
徳
を
完
成
す
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
態
度
は
、
専
門
の
儒
者
で
あ
れ
ば
こ

そ
な
る
ほ
ど
満
足
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
般
の
も
の
に
と
っ
て
は
こ

九
五



劉
宋
の
慧
琳
に
つ
い
て

(
鵜
飼
光
昌
)

の
不
合
理
は
と
う
て
い
首
肯
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

伯
夷
・
叔
斉
の
列
伝
の
最
後
に
は
作
者
司
馬
遷
の
「
天
道
、
是
か
非
か
」
と
い
う
、

無
実
の
罪
の
た
め
に
宮
刑
に
処
せ
ら
れ
た
自
己
を
重
ね
合
わ
せ
て
の
、
悲
痛
な
さ

け
び
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
を
み
ご
と
に
解
決
し
た
の
が
仏
教
の
輪
廻
の
考
え
で
あ
っ
た
。
さ
き

ほ
ど
の
例
で
い
け
ば
、
伯
夷
・
叔
斉
が
首
陽
山
で
死
ん
だ
の
は
、
現
世
の
行
い
が

悪
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
前
世
に
お
け
る
悪
業
が
わ
ざ
わ
い
し
た
の
で
あ
る
。
盗

距
が
安
楽
に
生
を
全
う
し
た
の
は
、

な
る
ほ
ど
現
世
の
行
い
は
い
う
に
値
し
な
い

ほ
ど
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
前
世
に
善
業
を
積
ん
で
い
た
の
で
助
か

っ
た
の
だ
。
盗
距
の
現
世
の
悪
逆
非
道
の
行
為
の
報
い
は
来
世
で
受
け
る
こ
と
に

な
ろ
う
、
と
な
る
。
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
七
十
人
の
弟
子
の
な
か
で
も
っ
と
も

学
を
好
む
も
の
と
し
て
孔
子
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
顔
回
が
、
「
其
の
心
、

三
月
、
仁
に
違
わ
ず
」
(
『
論
語
』
「
潅
也
」
篇
)
と
深
く
仁
を
体
得
し
て
い
な
が

ら
、
若
死
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
容
易
に
説
明
が
つ
く
。

い
さ
さ
か
安
易
に
も
お
も
え
る
け
れ
ど
も
、

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
輪
廻
の
考
え

方
は
、
中
国
で
は
三
世
報
応
の
説
と
よ
ば
れ
、
仏
教
が
上
下
を
と
わ
ず
社
会
の
各

階
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
に
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
き
に
慧
琳
の
伝
記
の
部
分
で
あ
げ
た
東
晋
の
恭
帝
や
劉
宋
の
彰
城
王
劉
義
康
が

自
殺
を
迫
ら
れ
た
と
き
、
仏
教
で
は
自
殺
す
る
と
次
の
世
に
は
人
間
に
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
自
殺
を
拒
否
し
て
兵
士
に
殺
さ
れ
た
こ
と
(
八

八
頁
、
九
三
頁
)

は
、
公
族
に
ま
で
そ
の
信
仰
が
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
も

の
が
た
る
。
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

み
ず
か
ら
生
を
絶
つ
行
為
は
悪

業
で
あ
っ
て
、
そ
の
果
報
の
お
か
げ
て
次
の
生
を
う
け
た
と
き
に
は
も
と
い
た
人

九
六

間
界
、
そ
れ
よ
り
少
し
上
の
天
上
界
以
外
の
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
の
い

ず
れ
か
の
世
界
に
生
ま
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
恭
帝
や
劉
義
康
は
そ
れ
を
避

け
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

」
の
三
世
報
応
の
理
論
が
「
均
善
論
」
に
お
い
て
も
問
題
に
な
る
。

黒
学
道
土
は
、
儒
教
に
お
い
て
は
果
報
が
自
己
も
し
く
は
子
孫
に
の
み
も
た
ら

さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ
、
仏
教
の
よ
う
に
そ
の
善
行
悪
行
に
よ
っ
て
永

遠
に
六
道
を
輪
廻
す
る
こ
と
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
ず
、
ま
た
恐
ろ
し
い
地
獄
や
き

よ
ら
か
な
極
楽
が
説
か
れ
な
い
こ
と
に
不
満
を
述
べ
る
。

黒
、
日
く
、
「
周
・
孔
の
教
え
を
為
す
は
、
正
だ
一
世
に
及
ぶ
の
み
に
し

て
、
来
世
無
窮
の
縁
を
見
ず
。
積
善
は
子
孫
の
慶
に
過
ぎ
ず
、
累
悪
は
余
挟

の
罰
に
過
ぎ
ず
、
報
効
は
栄
禄
に
止
ま
り
、
謙
責
は
窮
賎
に
極
ま
る
。
視
聴

の
外
は
、
冥
然
と
し
て
知
ら
ず
。
良
に
悲
し
む
可
し
」
。
(
黒
目
、
「
周
・
孔

為
教
、
正
及
一
世
、

不
見
来
世
無
窮
之
縁
、
積
善
不
過
子
孫
之
慶
、
累
悪
不

過
余
狭
之
罰
、
報
効
止
於
栄
禄
、
議
責
極
於
窮
賎
、
視
聴
之
外
、
冥
然
不
知
、

良
可
悲
突
し
。
)

黒
学
は
一
言
う
。
周
八
ム
・
孔
子
の
教
え
は
、

た
だ
現
世
だ
け
を
問
題
に
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
来
世
輪
廻
の
縁
を
見
ょ
う
と
し
な
い
。
儒
教
で
は
、
積
善
の
家
に
は
そ

の
果
報
が
子
孫
に
お
よ
び
、
悪
を
重
ね
る
と
そ
の
わ
ざ
わ
い
が
子
孫
に
ま
で
残
る

と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
果
報
が
子
孫
の
栄
華
禄
位
に
と
ど

ま
り
、
そ
の
報
い
が
末
代
の
困
窮
卑
賎
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
だ
け
の
こ

と
に
す
ぎ
ず
、
目
に
見
え
耳
に
聞
こ
え
る
常
識
の
世
界
の
外
に
あ
る
三
世
の
こ
と



に
つ
い
て
は
冥
然
と
し
て
暗
く
、
六
道
の
輪
廻
を
知
ら
な
い
。
ま
こ
と
に
か
な
し

む
べ
き
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
黒
学
は
仏
教
が
地
獄
と
極
楽
と
を
説
く
こ
と
の
効
用
に
つ
い
て
述
べ

る

お

そ

ひ

と

地
獄
を
叙
ぶ
れ
ば
則
ち
民
は
其
の
罪
を
健
れ
、
天
堂
を
敷
け
ば
則
ち
物
は

其
の
福
を
歓
ぶ
。
泥
直
を
指
し
て
以
て
長
え
に
帰
し
、
法
身
に
乗
じ
て
以
て

翠
か
に
骨
る
。
神
変
は
周
ね
か
ら
ざ
る
は
無
く
、
霊
沢
は
車
さ
ざ
る
は
廃

し
。
(
叙
地
獄
則
民
憧
其
罪
、
敷
天
堂
則
物
歓
其
福
、
指
泥
直
以
長
帰
、
乗

法
身
以
超
覧
、
神
変
無
不
周
、
霊
沢
康
不
車
。
)

地
獄
を
述
べ
た
な
ら
民
は
罪
を
お
そ
れ
、
天
堂
(
極
楽
)
を
ひ
ら
け
ば
人
は
そ
の

福
を
よ
ろ
こ
び
、
浬
繋
を
と
こ
し
え
に
帰
る
と
こ
ろ
と
し
、
法
身
に
乗
じ
て
は
る

か
遠
く
ま
で
見
る
。
そ
の
神
変
は
す
み
ず
み
ま
で
ゆ
き
わ
た
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、

そ
の
く
す
し
い
思
沢
は
お
よ
さ
は
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
。

地
獄
の
業
火
に
焼
か
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

ま
た
極
楽
へ
往
生
し
て
永
遠
の
生
を

え
た
い
と
願
う
か
ら
こ
そ
、
大
衆
は
こ
の
世
で
の
善
行
に
励
む
と
い
う
わ
け
で
あ

る。
そ
し
て
儒
教
に
は
、
周
公
・
孔
子
と
い
う
先
覚
者
が
現
れ
は
し
た
が
、
そ
の
あ

と
が
続
か
ず
教
え
を
継
承
す
る
も
の
が
い
な
い
。
儒
教
と
い
う
教
え
は
浅
い
井
戸

の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
底
に
住
ん
で
い
る
見
識
の
狭
い
ゃ
か
ら
に
は
、
大
方
の

家
で
あ
る
仏
教
と
い
う
大
き
な
教
え
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
現
世
の
み
に

限
定
さ
れ
た
儒
教
の
見
識
の
せ
ま
さ
を
三
世
報
応
の
立
場
か
ら
非
難
す
る
。
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す
る
と
今
度
は
白
学
先
生
が
、
仏
教
の
説
く
三
世
の
教
え
に
よ
っ
て
ひ
と
び
と

は
善
行
に
つ
と
め
、
世
の
中
が
す
ば
ら
し
く
よ
く
な
る
か
と
い
う
と
そ
れ
は
そ
う

は
い
か
な
い
。
む
し
ろ
ま
っ
た
く
逆
の
現
象
が
お
こ
る
こ
と
こ
そ
問
題
で
あ
る
と
、

仏
教
の
弱
点
を
鋭
く
つ
く
。

七

「
均
善
論
」

(3)
儒
仏
の
一
致

白
学
は
、
地
獄
と
極
楽
と
に
よ
っ
て
ひ
と
び
と
を
導
こ
う
と
す
る
と
、

か
え
っ

て
永
遠
に
自
己
の
利
を
競
う
風
潮
が
は
び
こ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

天
堂
を
艶
め
て
以
て
善
に
措
く
は
、
義
に
服
し
て
道
を
酔
む
に
晶
子
れ
ぞ
。

地
獄
を
憧
れ
て
以
て
身
を
耕
む
る
は
、
理
に
従
い
て
以
て
心
を
緋
す
に
掛
伊

れ
ぞ
。
礼
拝
し
て
以
て
罪
を
免
る
る
を
求
め
、
抵
粛
の
意
に
由
ら
ず
、
一
を

施
し
て
以
て
百
倍
を
徴
め
、
無
喜
の
情
に
乗
ぜ
ず
。
泥
恒
の
楽
を
美
と
し
て

耽
逸
の
慮
を
生
じ
、
法
身
の
妙
を
賛
え
て
好
奇
の
心
を
肇
む
。
近
欲
、
未
だ

や萌
ま
ざ
る
に
、
遠
利
又
た
輿
る
。
菩
薩
は
無
欲
な
り
と
言
う
と
難
も
、

G
トド生

は
固
よ
り
以
て
有
欲
な
り
。
献
め
て
交
倣
の
艇
を
救
う
も
、
永
え
に
利
競
の

俗
を
聞
く
。
神
を
澄
ま
し
、
道
に
反
る
は
、
其
れ
得
可
け
ん
や
。
(
要
天
堂

以
就
善
、
日
旬
若
服
義
而
悟
道
、
催
地
獄
以
勅
身
、
執
与
従
理
以
端
心
。
礼
拝

以
求
免
罪
、
不
由
抵
粛
之
意
、
施
一
以
徴
百
倍
、
弗
乗
無
喜
之
情
。
美
泥
直

之
楽
、
生
耽
逸
之
慮
、
賛
法
身
之
妙
、
肇
好
奇
之
心
、
近
欲
未
明
、
遠
利
又

輿
、
難
言
菩
藍
無
欲
、
草
生
固
以
有
欲
奏
。
甫
救
交
倣
之
担
、
永
開
利
競
之

俗
、
澄
神
反
道
、
其
可
得
乎
。
)

九
七



劉
宋
の
慧
琳
に
つ
い
て

(
鵜
飼
光
昌
)

天
堂
(
極
楽
)

に
生
ま
れ
た
い
か
ら
と
い
っ
て
善
を
行
う
と
い
う
の
は
、
義
に
し

た
が
い
、
道
を
踏
み
行
う
の
と
ど
ち
ら
が
よ
い
の
か
。
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
を
お

そ
れ
て
身
を
い
ま
し
め
る
の
は
、
理
に
し
た
が
い
心
を
正
す
の
と
ど
ち
ら
が
よ
い

い
つ
も
仏
教
徒
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
仏
を
礼
拝
し
て
自
己
の
犯
し
た
罪

の
か
。

を
免
れ
よ
う
と
す
る
の
は
、
つ
つ
し
む
こ
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
物
を
仏
に
施
し
て
そ
の
百
倍
の
果
報
を
求
め
よ
う
と
す
る
の

は
、
も
の
お
し
み
す
る
こ
こ
ろ
が
な
い
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
反
対
で
、

や
か
り
と
小
さ
な
一
冗
手
で
大
き
な
利
益
を
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

仏
教
で
は
泥
恒
(
浬
繋
)
の
楽
し
み
を
す

λ

ば
ら
し
い
と
し
な
が
ら
、
実
は
逸
楽

に
ふ
け
る
お
も
い
を
増
し
、
法
身
の
す
ば
ら
し
さ
を
た
た
え
る
と
は
い
い
な
が
ら
、

ま
こ
と
に
は
人
に
好
奇
の
心
を
き
ざ
さ
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
、
身
近
な
自
己
の
欲
心
が
ま
だ
や
ま
な
い
の
に
、
そ
の
う
え
に
さ
ら
に
利

を
競
う
心
を
お
こ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

菩
藍
に
は
欲
は
な
い
と
い
う
け
れ
ど
も
、
群
生
は
本
来
有
欲
な
存
在
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
手
段
で
か
り
そ
め
に
苦
し
ん
で
い
る
民
を
救
お
う
と
し
て
も
、
そ
れ

は
実
際
に
は
永
遠
に
利
を
競
う
風
潮
を
聞
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は

こ
こ
ろ
を
澄
ま
せ
道
に
帰
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。

地
獄
に
よ
っ
て
人
を
恐
れ
さ
せ
た
り
、
極
楽
を
説
い
て
善
行
を
積
ま
せ
る
よ
り

も
、
自
ら
「
義
に
服
し
」
「
理
に
従
」
っ
て
道
を
踏
み
行
う
儒
教
の
方
が
断
然
優

れ
て
い
る
。
ま
た
仏
を
礼
拝
す
る
の
も
罪
を
許
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
こ
ろ
の

現
れ
で
あ
る
し
、
布
施
は
そ
の
百
倍
の
利
を
求
め
る
い
や
し
い
心
に
ね
ざ
し
て
い

る
と
い
っ
て
い
い
。
仏
教
は
自
分
の
欲
心
を
克
服
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
に
、

か
さ
ね
て
利
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
利
己
的
な
教
え
で
あ
る
。
欲
あ
る
も
の
を
利

九
八

で
つ
ろ
う
と
す
る
と
、
所
期
の
目
的
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
方
向
へ
向
か
い
、
最
後

に
は
「
術
仰
の
間
も
利
に
非
ざ
れ
ば
動
か
ず
」
と
い
う
、
伏
し
て
も
ふ
り
仰
い
で

も

一
挙
一
動
、
常
に
利
に
狂
奔
す
る
状
態
と
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
白
学
先
生
は
、
世
を
挙
げ
て
仏
教
に
傾
倒
し
た
結
果
、
国
家
の
経
済
を

疲
弊
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
見
逃
し
が
た
い
と
述
べ
る
。

当
時
、
丹
青
に
彩
ら
れ
豪
壮
を
誇
る
仏
教
寺
院
を
建
て
る
た
め
に
、
さ
か
ん
に

ち

大
規
模
な
土
木
事
業
が
行
わ
れ
、
莫
大
な
費
用
を
費
や
し
て
九
畿
の
財
は
つ
く
さ

れ
、
民
は
労
役
に
駆
り
た
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
状
況
は
、
こ
の
「
均
善
論
」
が

書
か
れ
る
原
閏
と
も
な
っ
た
、
丹
陽
の
罪
、
粛
事
之
の
元
嘉
二
一
年
(
四
三
五
)

の
上
奏
に
記
さ
れ
た
内
容
を
見
る
と
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
仏
教
が
中

固
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
す
で
に
四
代
を
へ
て
、
仏
像
や
塔
寺
は
い
た
る
と
こ
ろ
千

を
も
っ
て
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
ご
ろ
は
者
修
に
傾
き
、
士
口

い
寺
院
の
修
復
が
必
要
に
な
っ
て
も
修
理
を
せ
ず
、
新
し
い
寺
院
を
造
っ
て
た
が

い
に
自
慢
を
す
る
。
そ
の
結
果
り
っ
ぱ
な
邸
宅
も
す
べ
て
っ
き
て
し
ま
い
、
材
-

あ
や
ぎ
白

竹
・
銅
・
献
の
消
耗
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
過
度
の

造
営
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
今
後
は
銅
の
仏
像
を
鋳
造
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、

ま
ず
中
央
に
申
請
す
る
。
塔
寺
精
舎
を
造
営
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
や
は
り
ま

ず
郡
の
太
守
の
所
へ
行
き
、
さ
ら
に
州
へ
申
し
送
り
、
許
可
を
え
て
か
ら
着
工
す

る
こ
と
。
許
可
な
く
勝
手
に
寺
舎
を
造
る
も
の
は
、
「
不
承
用
詔
書
律
」
に
依
り
、

そ
の
銅
・
宅
・
林
・
苑
は
こ
と
ご
と
く
官
に
没
収
す
る
、
と
あ
る
(
『
宋
書
』
巻

九
七
「
夷
蛮
」
「
天
竺
迦
枇
察
国
」
)
。

上
奏
は
裁
可
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
沙
門
の
沙
汰
が
行
わ
れ
、
還
俗
す
る
も
の
数
百

人
を
数
え
た
。



慧
琳
の
「
均
善
論
し
は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

仏
像
の
鋳
造
に
力
を
注
、
ぎ
、
造
寺
造
塔
に
財
を
傾
け
る
当
時
の
風
潮
を
痛
烈
に
批

判
す
る
と
と
も
に
、
私
的
に
権
力
を
た
く
わ
え
、
党
派
を
組
ん
で
勢
力
を
競
う
仏

教
界
の
状
況
を
も
憂
慮
し
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
慧
琳
は
か
さ
ね
て
仏
教
の
三
世
の
論
を
批
判
す
る
。

幽
冥
の
理
、
固
よ
り
人
事
に
極
ま
ら
ず
。
周
・
孔
は
疑
い
て
弁
ぜ
ず
、
釈

迦
は
弁
じ
て
実
な
ら
ず
、
将
に
宜
し
く
其
の
顕
晦
の
跡
を
廃
し
て
、
其
の
要

と
す
る
所
の
旨
を
存
す
ベ
し
。
請
う
、
嘗
み
に
之
を
言
わ
ん
。
(
幽
冥
之
理
、

因
不
極
於
人
事
失
。
周
・
孔
疑
而
不
弁
、
釈
迦
弁
市
不
実
、
将
宜
廃
其
顕
晦

之
跡
、
存
其
所
要
之
旨
。
請
嘗
言
之
。
)

み
ち
び

夫
れ
之
を
道
く
に
仁
義
を
以
て
す
る
者
は
、
理
に
服
し
て
以
て
化
に
従
う
。

之
を
帥
い
る
に
勧
戒
を
以
て
す
る
者
は
、
利
に
循
い
て
善
に
遷
る
。
故
に
甘

辞
は
有
欲
に
輿
り
て
、
悟
理
を
滅
ぼ
し
、
淡
説
は
天
解
に
行
わ
れ
て
、
責
偽

ゃ

を
息
む
。
是
を
以
て
来
生
を
示
す
者
は
、
道
・
釈
の
己
む
を
得
さ
る
に
蔽
臨

せ
ら
れ
、
幽
閣
を
杜
ざ
す
者
は
、
姫
・
孔
の
其
の
免
を
閉
ざ
す
に
冥
符
す
。

斯
れ
に
由
り
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
之
を
言
う
者
は
未
だ
必
ず
し
も
遠
し
と
は

な
さ
ず
、
之
を
知
る
者
は
未
だ
必
ず
し
も
得
た
り
と
は
な
さ
ず
、
知
ら
ざ
る

者
は
未
だ
必
ず
し
も
失
わ
ず
。
(
夫
道
之
以
仁
義
者
、
服
理
以
従
化
、
帥
之

以
勧
戒
者
、
循
利
遷
善
。
故
甘
辞
輿
於
有
欲
、
而
滅
於
悟
理
、
淡
説
行
於
天

解
、
而
息
於
責
偽
。
是
以
示
来
生
者
、
蔽
膨
於
道
・
釈
不
得
己
、
杜
幽
闇
者
、

冥
符
於
姫
・
孔
閉
其
免
。
由
斯
論
之
、
一
言
之
者
未
必
遠
、
知
之
者
未
必
得
、

不
知
者
未
必
失
。
)
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幽
冥
の
理
で
あ
る
三
世
の
論
は
、
も
と
よ
り
人
事
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
は
い
わ
ば
人
間
の
推
し
測
る
こ
と
の
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
周
公
・
孔
子
は
三
世
を
疑
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
釈
迦
は
反
対

会
の
き
ぜ

に
説
き
は
し
た
が
そ
の
証
拠
に
な
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
顕
ら
か
な
教
え
で

あ
る
儒
教
と
晦
い
幽
暗
を
説
く
仏
教
と
の
理
を
、
そ
の
ま
ま
に
用
い
る
こ
と
な
く
、

両
者
の
肝
要
と
す
る
と
こ
ろ
を
残
す
の
が
よ
い
。
試
み
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
い

お
う
。そ

も
そ
も
仁
義
に
よ
っ
て
み
ち
び
く
儒
教
は
、
理
に
服
し
、
教
化
に
し
た
が
う

教
え
で
あ
る
。
極
楽
を
勧
め
た
り
、
地
獄
を
説
い
て
悪
行
を
戒
め
る
仏
教
は
、
利

に
し
た
が
っ
て
善
に
移
る
こ
と
を
説
く
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
甘
い
辞
で
誘
う

仏
教
は
、
そ
の
本
質
が
有
欲
か
ら
輿
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
真
の
理

を
悟
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
の
利

益
不
利
益
に
悟
淡
な
教
え
で
あ
る
儒
教
の
教
説
は
、
天
意
を
解
し
て
悟
り
、
人
間

の
責
欲
や
虚
偽
を
除
く
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
来
世
を
示
す
こ
と
は
、
道
教
・
仏
教
の
と
ど
め
る
こ
と
の
で
き
な
い

卑
俗
な
教
え
に
お
お
わ
れ
そ
こ
な
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
幽
閣
を
閉
ざ
し
て

あ
な

三
世
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
周
八
ム
・
孔
子
が
「
其
の
免
を
閉
ざ
」
(
『
老
子
』
五
二

章
)
し
て
耳
目
の
欲
を
ふ
さ
い
だ
こ
と
に
、
冥
々
の
に
う
ち
に
符
合
す
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
、
二
一
世
報
応
の
理
を
説
く
も
の
は
必
ず

し
も
奥
深
い
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
を
知
る
も
の
も
道
理
を
獲
得
し
た
と
は
い
え
な

い
。
ま
た
反
対
に
三
世
を
知
ら
な
い
も
の
も
、
か
な
ら
ず
し
も
誤
っ
て
い
る
と
は

、
，

h

、、。

L
占
千
え
し

慧
琳
は
こ
こ
で
仏
教
の
三
世
報
応
の
考
え
を
批
判
す
る
の
に
、
欲
心
あ
る
大
衆

九
九



劉
宋
の
慧
琳
に
つ
い
て

(
鵜
飼
光
昌
)

に
極
楽
を
示
し
て
善
行
を
な
さ
せ
る
こ
と
は
、
利
に
よ
っ
て
利
を
誘
う
も
の
で
あ

る
か
ら
、
け
っ
し
て
真
の
理
を
さ
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
み
で
あ
っ
て
、

そ
れ
で
は
な
ぜ
現
世
の
行
為
が
来
世
に
影
響
し
な
い
の
か
を
理
論
的
に
述
べ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
本
当
か
ど
う
か
解
決
の
し
よ
う
の
な
い
輪
廻
の

問
題
よ
り
も
慧
琳
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
の
は
、
仏
教
に
も
儒
教
に
も
共
通
す
る
、や

「
物
を
愛
し
、
殺
す
を
去
り
、
施
す
を
尚
び
人
に
周
く
し
」
、
「
栄
華
の
願
い
を
遺

り
L

、
「
兼
ね
て
(
人
を
)
阿
う
の
念
を
和
く
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い

て
こ
そ
仏
教
と
儒
教
と
は
共
通
の
価
値
を
も
っ
。

但
だ
六
度
と
五
教
と
は
並
び
行
わ
れ
、
信
順
と
慈
悲
と
は
斉
し
く
立
つ
る

み
ち

を
知
る
の
み
。
塗
を
殊
に
し
て
帰
す
る
を
同
じ
く
す
る
者
は
、
其
の
発
輪
の

わ
だ
ち轍

を
守
る
を
得
ざ
る
な
り
。
(
但
知
六
度
与
五
教
並
行
、
信
順
与
慈
悲
斉
立

耳
。
殊
塗
同
帰
者
、
不
得
守
其
発
輪
之
轍
也
。
)

そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
と
き
に
の
み
、
六
度
(
布
施
・
持
戒
・
忍
戸
時
・
精
進

禅
定
・
智
慧
)
と
五
教
(
父
義
・
母
慈
・
兄
友
・
弟
恭
・
子
孝
)
と
は
並
び
行
わ

れ
、
信
順
と
慈
悲
と
は
ひ
と
し
く
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
を
異

に
し
な
が
ら
も
帰
一
す
る
と
こ
ろ
を
同
じ
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
車
の
轍
を
と
も

に
し
て
同
じ
方
向
に
む
か
つ
て
出
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

つ
ま
り
人
を
救
う

と
い
う
究
極
の
目
的
さ
え
一
致
し
て
い
れ
ば
、
仏
教
に
よ
ろ
う
と
儒
教
に
よ
ろ
う

と
道
は
そ
れ
ぞ
れ
で
よ
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
が
慧
琳
の
「
均
善
論
」
の
結
論
で
あ
る
。

と
を
均
し
く
す
る
論
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
仏
教
の
善
と
儒
教
の
善

一
O
O

八

む

す

び

慧
琳
は
非
常
に
政
治
的
な
僧
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
は
贋
陵
主
劉
義
真
の
幕
下
に

謝
霊
運
、
顔
延
之
と
と
も
に
参
加
し
、
文
学
ず
き
で
あ
っ
た
義
真
の
信
頼
を
え
て
、

将
来
の
西
濠
州
の
都
督
の
職
を
約
束
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
義
真
が

庶
人
に
お
と
さ
れ
て
殺
さ
れ
る
と
、

し
ば
ら
く
身
を
潜
め
て
い
た
が
、
政
変
が
終

る
と
謝
霊
運
、
顔
延
之
と
と
も
に
中
央
に
呼
び
も
ど
き
れ
、
文
帝
の
厚
遇
を
う
け

る
。
と
こ
ろ
が
謝
霊
運
は
文
学
の
み
に
よ
っ
て
遇
さ
れ
る
こ
と
に
不
満
を
も
っ
て

朝
廷
を
離
れ
、
軒
余
曲
折
を
へ
て
や
が
て
反
乱
の
嫌
疑
の
た
め
に
殺
さ
れ
る
。
そ

し
て
ま
た
顔
延
之
も
歯
に
き
ぬ
着
せ
ぬ
言
動
か
ら
帝
の
怒
り
を
か
っ
た
。
こ
の
両

者
と
比
較
す
る
と
、
文
帝
の
慧
琳
に
対
す
る
信
頼
は
よ
ほ
ど
厚
い
も
の
が
あ
っ
た

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
文
帝
と
対
立
し
た
彰
城
王
劉
義
康
が
幽
閉
さ
れ
た
と
き
、

そ
の
様
子
を
知
る
た
め
に
慧
琳
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
も
そ
の
こ
と
は
如
実

に
現
れ
て
い
る
。

本
稿
で
あ
つ
か
っ
た
「
均
善
論
」
が
、
当
時
深
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
三
世
の
理

念
を
否
定
し
、
誇
張
は
あ
ろ
う
が
千
に
よ
っ
て
数
え
ら
れ
た
と
い
う
、
寺
院
の
大

伽
藍
建
築
競
争
、
仏
像
の
鋳
造
の
競
争
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
た
め
、
慧
琳
は

自
身
が
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
仏
教
を
誹
諒
し
た
と
し
て
教
団
追
放
の
罪
に
と
わ
れ

そ
う
に
な
る
。
し
か
し
慧
琳
は
文
帝
の
意
向
に
よ
り
、
追
放
を
免
れ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
「
均
善
論
」
が
、
為
政
者
で
あ
る
文
帝
の
意
向
を
強
く
反
映
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

慧
琳
は
、
仏
教
の
空
、
無
常
、
三
世
の
非
現
実
性
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
慈
悲
や
不
殺
生
・
布
施
等
、
社
会
に
有
用
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
儒
教
の
仁
義
、



信
順
、

五
教
な
ど
と
と
も
に
、
儒
・
仏
を
並
行
し
て
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

其
倫
之
喪
、
無
服
、
親
突
之
」
。
ま
た
『
韓
非
子
』
「
五
豪
」
篇
「
司
定
行
刑
、
君

為
之
不
挙
楽
。
開
死
刑
之
報
、
君
為
流
沸
。
此
〔
日
儒
・
墨
〕
所
挙
先
主
也
」
。

(
7
)
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
中
華
書
局
標
点
本
『
宋
書
』
に
よ
る
。

(
8
)
「
均
善
論
」
(
白
黒
論
)
に
つ
い
て
は
左
の
論
考
を
参
照
。

古
田
和
弘
「
慧
琳
の
『
白
黒
論
』
に
つ
い
て
」
(
『
森
三
樹
三
郎
博
土
頒
寿
記
念

東
洋
学
論
集
』
一
九
七
九
年
、
朋
友
書
広
三

吉
川
忠
夫
「
併
は
心
に
在
り
『
白
黒
論
』
か
ら
挑
崇
の
『
遺
令
』
ま
で
」
(
福

永
光
司
編
『
中
国
中
世
の
宗
教
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八

二
年
)
。
同
論
文
は
の
ち
『
中
国
古
代
人
の
夢
と
死
』
(
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
)

に
収
録
。

野
村
和
代
「
『
白
黒
論
』
訳
注
」
(
『
北
九
州
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
六
号
、
一
九

九
三
年
)
。

(
9
)
『
宋
書
』
の
原
文
は
「
無
口
垂
蔭
之
茂
」
。
『
弘
明
集
』
巻
一
一
一
「
宗
居
士
柄
答
何

承
天
書
難
白
黒
論
」
の
「
宗
答
何
書
」
(
大
正
五
二
・
一
八
・

a)
に
「
均
善
論
」

の
該
当
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
傷
」
字
を
補
う
。

(
叩
)
『
宋
書
』
の
原
文
は
「
陳
若
偏
篤
其
競
辰
之
慮
」
。
注

(
9
)
と
同
じ
く
宗
痢
の

「
宗
答
何
書
」
(
大
正
五
三
・
一
八
・

b
)
の
「
均
善
論
」
引
用
部
分
に
よ
り
「
若

偏
」
を
「
苦
偽
」
に
改
め
る
。

(
日
)
森
三
樹
三
郎
「
六
朝
士
大
夫
の
精
神
」
(
『
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
号
、

一
九
五
四
年
)
の
第
三
章
第
四
節
「
仏
教
土
大
夫
の
心
を
と
ら
え
た
三
世
報
応

説
」
参
照
。
同
論
文
は
の
ち
に
『
六
朝
士
大
夫
の
精
神
』
(
同
朋
舎
出
版
、
一
九

八
六
年
)
に
登
載
。

の
主
張
の
中
心
が
白
学
に
代
表
さ
れ
る
儒
教
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
馬
国
翰
が
慧
琳
を
評
し
た
こ
と
ば
|
|
「
其
の
人
、
蓋
し
、
釈
に

し
て
献
も
儒
者
な
り
」
(
『
玉
函
山
一
房
輯
供
書
』
「
論
語
琳
公
説
」
序
)
|
|
は
、

当
を
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
慧
琳
に
よ
っ
て
論
争
の
口
火
が
切
ら
れ
た
こ
の
三
世
報
応
の

問
題
は
、
こ
の
の
ち
い
わ
ゆ
る
神
は
滅
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
、
顔
延
之
、

何
承
天
、
宋
痢
ら
に
よ
る
大
き
な
論
争
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

注
(
l
)
大
正
蔵
経
高
麗
本
の
原
文
は
「
排
諮
」
。
元
本
・
明
本
・
宮
本
(
大
正
蔵
の
注

記
に
よ
る
)
、
金
陵
本
に
よ
り
「
俳
諮
」
に
改
め
る
。

(
2
)
慧
琳
は
こ
の
時
期
、
法
綱
と
と
も
に
虎
丘
に
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
湯
用
形

『
漢
貌
両
晋
南
北
朝
仏
教
史
』
(
一
九
八
三
年
、
中
華
書
局
)
下
冊
第
一
六
章
四

四
九
頁
参
照
。

(
3
)
「
通
塁
・
書
佐
」
に
つ
い
て
胡
三
省
は
次
の
よ
う
に
注
す
る
。
「
通
呈
、
典
謁
之

職
、
書
佐
、
掌
書
翰
」
。

(
4
)
司
馬
遷
「
報
任
少
卿
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
一
)
に
は
、
「
話
莫
大
於
宮
刑
。
刑

余
之
人
、
無
所
比
数
、
非
一
世
也
。
所
従
来
遠
奏
。

e

-

同
子
参
乗
、
衷
称
変

色
。
白
古
而
恥
之
」
と
あ
る
。
李
善
は
「
同
子
」
に
注
し
て
、
「
越
談
也
。
与
遷

父
同
謀
、
故
日
同
子
」
と
い
う
。

(
5
)
『
広
弘
明
集
』
巻
第
一
八
、
謝
霊
運
「
弁
宗
論
諸
道
人
王
衛
軍
問
答
」
(
大
正
五

二
・
二
三
六
・

b
i
c
)
参
照
。

(
6
)
『
礼
記
』
「
文
王
世
子
」
篇
「
公
族
其
有
死
罪
、
則
磐
於
旬
人
。

-
e

獄
成
、

有
司
誠
千
八
ム
。
八
ム
目
、
宥
之
。
有
司
又
目
、
在
地
叶
。
公
又
目
、
宥
之
。
有

司
又
日
、
在
辞
。
及
三
宥
、
不
対
、
走
出
、
致
刑
子
旬
人
。
公
又
使
人
追
之
日
、

難
然
必
赦
之
。
有
司
対
日
、
無
及
也
。
反
命
子
八
ム
。
公
素
服
不
挙
、
為
之
変
。
如

(
う
か
い
み
つ
あ
き

中
国
文
学
科
)

一
九
九
七
年
一

O
月
一
六
日
受
理

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

O 


